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武
鑑
か
ら
み
た
白
鳥
献
上

宮
本

敏
史

は
じ
め
に

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
人
見
必
大
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
本
草
書
『
本
朝
食

鑑
』
の
「
禽
部
之
二

水
禽
類
」
に
は
、
常
陸
国
や
陸
奥
国
で
捕
獲
さ
れ
る
白
鳥
は
、

他
地
域
の
も
の
に
比
べ
て
良
質
か
つ
美
味
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
（
正
宗
敦
夫
編

『
本
朝
食
鑑
』
上

日
本
古
典
全
集
刊
行
会

一
九
三
三
年

四
五
四
～
四
五
五
頁
、

島
田
勇
雄
訳
注
『
東
洋
文
庫
三
一
二

本
朝
食
鑑
』
二

平
凡
社

一
九
七
七
年

一
六
〇
頁
）
、
近
世
に
お
い
て
、
右
の
二
地
域
産
の
白
鳥
は
上
質
の
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
幕
府
、
あ
る
い
は
将
軍
へ
の
献
上
品
目
の
中
に
白
鳥
が
含
ま
れ
る
藩
も
み

ら
れ
、
幕
府
と
の
献
上
儀
礼
と
し
て
白
鳥
が
重
宝
さ
れ
た
形
跡
も
み
う
け
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
献
上
品
と
し
て
の
白
鳥
が
、
い
か
な
る
政
治
的
意
味
を
有
し
て
い
た

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
当
時
全
国
的
に
出
回
っ
た
武

鑑
の
中
に
、
白
鳥
を
献
上
し
た
大
名
家
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
す

る
。
そ
の
上
で
、
他
史
料
に
み
え
る
献
上
品
目
の
記
録
と
比
較
し
て
、
武
鑑
の
記
述

の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
武
鑑
全
体
を
指
す
場
合
は
武
鑑
、

特
定
の
武
鑑
を
示
す
場
合
に
は
『
○
○
武
鑑
』
と
い
う
よ
う
に
表
記
し
た
。

一

武
鑑
の
概
要

武
鑑
と
は
基
本
的
に
、
幕
府
役
人
お
よ
び
各
大
名
の
名
鑑
で
あ
る
（
藤
實
久
美
子

『
江
戸
の
武
家
名
鑑
―
武
鑑
と
出
版
競
争
―
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
八
年

一
二

頁
）
。
民
間
の
書
肆
が
出
版
し
た
も
の
で
、
板
元
に
よ
っ
て
内
容
・
構
成
な
ど
に
差

が
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
「
大
名
付
」
（
大
名
家
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
た

も
の
）
二
冊
、「
役
人
付
」（
大
老
・
老
中
以
下
の
幕
府
役
人
に
関
す
る
情
報
を
記
し

た
も
の
）
二
冊
を
一
組
に
し
た
合
計
四
冊
か
ら
な
る
（
同
前
）
。
「
大
名
付
」
に
は
、

大
名
家
自
体
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
藩
の
支
配
機
構
や
制
度
、
藩
の
地
理
的
情
報
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
「
時
献
上
」
の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
時
献

上
」
と
は
、
各
大
名
家
が
毎
年
決
ま
っ
た
季
節
に
将
軍
家
に
対
し
て
行
う
献
上
を
指

し
、
献
上
回
数
・
品
目
・
数
量
の
多
寡
は
石
高
や
官
位
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
の
「
時
献
上
」
と
い
う
用
語
は
武
鑑
特
有
の
も
の
で
、
明
和
二
年
（
一
七

六
五
）
に
出
版
さ
れ
た
『
明
和
武
鑑
』
以
降
の
武
鑑
で
一
つ
の
用
語
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。二

武
鑑
の
「
時
献
上
」
か
ら
み
た
白
鳥
献
上

「
時
献
上
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
大
名
が
白
鳥
を
献
上
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
本
稿
で
は
、『
文
化
武
鑑
』（
石
井
良
助
監
修
『
文
化
武
鑑
』
一
・
三
・

五
・
七

柏
書
房

一
九
八
一
年
～
一
九
八
二
年
）
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
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文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
『
文
化
武
鑑
』
か
ら
、
白
鳥
を
献
上
し
て
い
た
の
は
、

陸
奥
国
で
は
、
盛
岡
藩
主
南
部
家
、
仙
台
藩
主
伊
達
家
、
二
本
松
藩
主
丹
羽
家
の
三

家
、
出
羽
国
は
、
秋
田
藩
主
佐
竹
家
、
常
陸
国
は
、
土
浦
藩
主
土
屋
家
、
下
総
国
は
、

多
胡
藩
主
松
平
家
、
以
上
の
六
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
献
上
月
を
み
る
と
、
一
～
二

月
（
松
平
家
）、
二
月
（
佐
竹
家
）、
七
～
八
月
（
丹
羽
家
）、
八
月
（
南
部
家
）、
十

二
月
（
伊
達
家
、
土
屋
家
）
と
な
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
冬
季
か
ら
春
先
に
か
け
て

の
時
期
に
多
く
献
上
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
白
鳥
を
献
上
し
た
大
名
の
領
地
は
、
前
掲
の
『
本
朝
食

鑑
』
で
示
す
地
域
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

上
質
の
白
鳥
を
有
す
る
地
域
と
、
そ
れ
を
献
上
す
る
地
域
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ

り
、
将
軍
家
へ
の
献
上
儀
礼
の
中
で
は
、
大
名
家
が
自
ら
の
領
地
内
で
し
か
入
手
で

き
な
い
特
産
物
を
将
軍
家
へ
献
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
特
産
物
の
献
上
に
関
し
て
、
大
友
一
雄
氏
は
、
「
そ
の
領
地
か

ら
安
定
し
て
産
物
が
献
上
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
領
地
の
支
配
は
安
定
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
地
域
か
ら
将
軍
へ
の
産
物
献
上
は
、
単
に
領
地
が
豊
穣
で

あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
領
主
の
支
配
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
の
象
徴
的
な
意

味
と
し
て
、
将
軍
の
も
と
へ
集
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
将
軍
の
も
と
に
、
こ
の
よ
う

に
重
層
的
に
編
成
さ
れ
た
献
上
儀
礼
は
、
江
戸
殿
中
に
あ
っ
て
将
軍
が
自
己
の
統
治

能
力
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
存
在
し
た
に
違
い
な
い
」（
『
日
本
近
世
国
家

の
権
威
と
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
九
年

三
八
～
三
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
指
摘
は
、
白
鳥
献
上
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
と
い
え
、
地
域
の
産
物
は
、

献
上
儀
礼
を
通
じ
て
、
大
名
家
、
将
軍
家
双
方
か
ら
政
治
的
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
文
化
武
鑑
』
を
み
る
と
、
伊
達
家
で
は
、
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）
に
周
宗
か
ら
斉
宗
に
、
佐
竹
家
は
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
義
和

か
ら
義
厚
に
藩
主
が
代
替
わ
り
し
た
が
、
白
鳥
献
上
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
わ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
文
化
武
鑑
』
に
み
え
る
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
他
の
武
鑑
で
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
伊
達
家
に
限
っ
て
み
る
と
、
享
保
五
年
（
一
七
二

〇
）
の
『
享
保
武
鑑
』
に
は
じ
め
て
白
鳥
が
献
上
品
と
し
て
み
え
る
。
そ
の
後
、
献

上
品
か
ら
白
鳥
の
記
事
が
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
前
述
の
『
明
和
武
鑑
』
に
「
十
一

月
、
白
鳥
」
の
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
降
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

の
『
安
永
武
鑑
』
ま
で
右
の
記
述
で
あ
っ
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
『
寛
政

武
鑑
』
に
な
る
と
、
「
十
二
月
、
白
鳥
」
と
一
ヶ
月
ず
れ
た
記
述
と
な
っ
て
お
り
、

以
降
の
武
鑑
で
は
こ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ
た
（
以
上
の
分
析
は
、
深
井
雅
海
・
藤
實

久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』
第
一
～
十
八
巻

東
洋
書
林

一
九

九
九
～
二
〇
〇
〇
年
を
参
考
に
し
た
）
。
白
鳥
献
上
月
を
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
変

更
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
武
鑑
全
体
を
通
じ
て
、
転
封
や
改
易
の
な
か
っ
た

大
名
家
の
「
時
献
上
」
記
事
は
、
ほ
ぼ
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
て
大
過
な
い

で
あ
ろ
う
。

三

他
史
料
の
白
鳥
献
上
記
事
と
の
比
較

次
に
、
武
鑑
の
白
鳥
献
上
記
事
が
、
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
仙
台
藩
の
官
撰
史
書
『
忠
山
公
治
家
記
録
』
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
十
月
六
日
条
（
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
仙
台
市
史
』
資
料
編

二
近
世
一
藩
政

仙
台
市

一
九
九
六
年

九
八
号
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
献
上
品
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の
目
録
を
も
と
に
検
討
す
る
。

六
日
甲
辰

（
中
略
）

御
代
替
以
前
御
本
丸
へ
年
中
之
御
献
上
之
覚

（
中
略
）

一
、
白
鳥
一

御
小
袖
二

重
陽
之
御
祝
儀

（
中
略
）

右
之
節
、
大
御
所
様
へ
献
上
物
、
此
間
以
御
書
付
被
仰
渡
候
、

（
中
略
）

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、

十
月
三
日

御
名

（
後
略
）

こ
の
目
録
は
、
同
年
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
か
ら
九
代
家
重
に
代
替
わ
り
す
る
際

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
末
尾
に
「
附
簡

先
達
被
相
達
候
通
可
被
心
得
候
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
幕
府
か
ら
下
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
重
陽
（
九

月
九
日
）
の
「
大
御
所
」
（
徳
川
吉
宗
）
へ
の
献
上
品
と
し
て
白
鳥
一
羽
と
小
袖
二

重
を
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
献
上
品
目
録
か
ら
は
、
白
鳥
を
献
上
す
る
時
期

が
九
月
と
あ
り
、
十
一
月
、
ま
た
は
十
二
月
に
献
上
し
た
と
い
う
武
鑑
の
記
述
と
時

期
的
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
理
由
は
、
記
述
内
容
の
時
期
的
相
違
で
あ
ろ
う
。
藤
實

氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
武
鑑
出
版
に
際
し
て
板
元
同
士
の
出
版
競
争
が
起
こ
っ
て
お

り
、
各
板
元
は
、
独
自
の
武
鑑
を
作
成
す
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。

そ
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
常
に
新
し
い
情
報
を
と
り
い
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

出
版
直
前
に
幕
府
役
人
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
部
分
を
摺
り
直
し

て
い
た
と
い
う
（
前
掲
藤
實
氏
著
書
）
。
し
た
が
っ
て
、
武
鑑
の
記
述
は
、
出
版
さ

れ
た
当
時
の
も
っ
と
も
新
し
い
情
報
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
時
期

的
な
献
上
儀
礼
の
変
化
を
こ
こ
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
武
鑑
に
み
え
る
白
鳥
献
上
記
事
を
通
じ
て
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る

献
上
儀
礼
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
内
容
を
ま
と
め
て
総
括
と

し
た
い
。

『
文
化
武
鑑
』
の
「
時
献
上
」
の
項
目
に
白
鳥
が
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
家
は
、

全
部
で
六
家
あ
っ
た
。
そ
の
大
名
家
の
領
地
の
分
布
を
み
る
と
、
本
草
書
『
本
朝
食

鑑
』
で
上
質
な
白
鳥
の
産
地
と
さ
れ
る
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
将
軍
家
へ
の

献
上
儀
礼
の
中
で
は
、
大
名
家
が
自
ら
の
領
地
内
で
し
か
入
手
で
き
な
い
特
産
物
を

将
軍
家
へ
献
上
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
各
地
の
産
物
を
献
上
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

大
友
一
雄
氏
は
、
領
主
支
配
の
安
定
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
同
時
に
将
軍
の
自
己
統
治

能
力
を
確
認
す
る
と
い
う
政
治
的
意
味
合
い
が
含
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
お
り
（
前
掲
大
友
氏
著
書
）
、
白
鳥
献
上
に
も
同
様
の
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
各
武
鑑
を
み
て
い
く
と
、
右
の
内
容
は
、
『
文
化
武
鑑
』
特
有
の
も
の
で

は
な
く
、
出
版
・
改
訂
に
よ
っ
て
も
、
転
封
・
改
易
の
な
か
っ
た
大
名
家
の
「
時
献

上
」
記
事
は
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

次
に
、
武
鑑
の
記
事
の
性
格
を
確
認
す
る
た
め
に
、
仙
台
藩
の
官
撰
史
書
『
忠
山
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公
治
家
記
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
献
上
品
目
録
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
献
上
品
目
録
と
武
鑑
の
白
鳥
献
上
時
期
に
は
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
。
理
由
に
つ
い
て
、
商
品
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
武
鑑
に
は
、
よ
り
最
新
の
情

報
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
藤
實
氏
の
指
摘
（
前
掲
藤
實
氏
著
書
）
を
踏
ま
え
る
と
、

各
記
述
の
時
期
的
な
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
な
ぜ
白
鳥
の
献
上
時
期
が
変
更
さ
れ
た
の
か
、
板
元
は
武
鑑
記
載
情
報

を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
言
及
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
み
や
も
と
・
さ
と
し

弘
前
大
学
人
文
学
部
学
生
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
弘
前
大
学
人
文
学
部
卒
業
研
究
『
白
鳥
と
近
世
東
北

―
白
鳥
と
人
間
と
の
関
係
―
』
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に

あ
た
っ
て
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授
長
谷
川
成
一
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

か
ら
御
指
導
・
御
助
言
を
賜
っ
た
。
末
筆
で
あ
る
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


